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社会的つながりと自殺許容度の関連に関する調査研究
淑徳大学コミュニティ政策学部「社会調査実習」による調査結果紹介

研究の背景２
２０００年代以降の自殺の増加
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研究の背景１
２０００年代以降の自殺の増加

自殺対策の基本法の制定

自殺に対する総合的な対策が必要で あるとして２００６
（平成18年）年に自殺対策基本法が制定。
自殺対策基本法、条文１１条

「国及び地方公共団体は、自殺の防止等に関し、調査研
究を推進し、＜中略＞情報の収集、整理、分析及び提供を
行うものとする。」

理論的背景１

E.Durkheim（E.デュルケーム） 1897
『自殺論』

その社会の人々のつながりの強弱が、その
社会の自殺率に影響するとする社会学理論

理論的背景２
van Tubergen et al.(2005)、平野(2013)など
→デュルケムの議論を二つに分解し、コミュニ
ティがサポートを提供するという「サポート・モデ
ル」と、コミュニティが自殺を抑止するとする「規
範モデル」を提示。
→自殺に対する許容的態度という規範のメカ
ニズムを研究対象とする必要性を示唆

調査概要３
回収サンプル数

本調査は調査目的の性質上、ネット調査で実
施。ネット調査という特性上、ネットに接続できる人
しか対象になりえないため、対象年齢の上限を59
歳までとし、20～59歳男女を対象とした。

2010年国勢調査にもとづく総務省統計局による
2015年４月１日付けの補間補正人口（推計値）をも
とに、回収数1000サンプルを目標とし、年齢層別・
性別のサンプル割当数を決定。調査概要２

年  齢　階　級　 男 女 計

20～29歳 658 623 1281

30～39歳 806 782 1588

40～49歳 931 914 1845

50～59歳 770 773 1544

20～29歳 105 100 205

30～39歳 129 125 254

40～49歳 149 146 295

50～59歳 123 123 246

合計 506 494 1000

2015年４月１日現在概算補間補正人口（単位：万人）

サンプル割り付け数（単位：人）

重回帰モデルの適用

男性 女性 計

20～29歳 109 103 212

30～39歳 132 128 260

40～49歳 153 151 304

50～59歳 125 126 251

合計 519 508 1027

No. 調査名 調査主体 調査対象 調査方法 標本数 回収数 回収率 調査日

1
就職活動に関わる意識調査
http://www.lifelink.or.jp/hp/Library/
201310shukatsu.pdf

NPO法人ライフリン
ク

大学生、学院生
対象者に調査の趣旨等を
個別に説明、回答しても
らった調査票を回収。

― 243票 ―
平成25年3月、7

月

2
自殺多発地域支援の在り方について
http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku
/survey/report_h25/pdf/summary.pdf

内閣府
(自殺対策推進室)

自殺多発地域として
条件にあてはまる地域

ヒアリング調査
書面・電話等調査

― ― ― 平成25年

3
心の健康に関するアンケート調査
http://www.city.sagamihara.kanagawa
.jp/kenko/seishin/025755.html

相模原市
相模原市在住の20歳以
上の男女個人

郵送調査法 3000人 1362人 45.4%
平成24年9月14
日～10月5日

4
自殺未遂者調査研究事業
http://www.lifelink.or.jp/hp/Library/
arakawa_report.pdf

荒川区
荒川区が把握した自殺未
遂者＆区の生活福祉課
やその他関係窓口で把握
した自殺未遂者

区の保健師やライフリンク
による聞き取り調査

― 32人 ― 平成24年3月

5
自殺対策に関する意識調査
http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku
/survey/report_h23/pdf/gaiyo.pdf

内閣府
(自殺対策推進室)

全国20歳以上の者
層化2段無作為抽出法

調査員による留置法
(封筒による密封回収)

3000人 2017票 67.2%
平成24年1月12

日～29日

6
自殺に関する意識調査
http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku
/survey/report/1.html

内閣府
(自殺対策推進室)

全国20歳以上の者
層化2段無作為抽出法

調査員による留置法
(封筒による密封回収)

3000人 1808票 60.3%
平成20年2月21

日
～3月9日

7
自殺に関する意識調査
http://www.metro.tokyo.jp/INET/CH
OUSA/2012/01/60m1v100.htm

東京都福祉保健局 インターネット利用者
インターネット、アンケート
専用サイト方の回答入力

290人 221人 76.2%
平成23年12月１
6日～12月28日

8
自殺実態白書2013
http://www.lifelink.or.jp/hp/whitepap
er.html

NPO法人ライフリン
ク

遺族 面談形式 523人 ― ―
平成19年7月～
平成24年10月

9
自殺実態白書2008
http://www.lifelink.or.jp/hp/research
.html

NPO法人ライフリン
ク

遺族 面談形式 305人 ― ―
平成19年7月～
平成20年6月

10
こころの健康(自殺対策)に関する世論
調査　http://survey.gov-
online.go.jp/h19/h19-jisatsu/1.html

内閣府
(自殺対策推進室)

全国20歳以上の者
層化2段無作為抽出法

調査員による個別面接聴
取

3000人 1728票 57.6%
平成19年5月17
日～5月27日

11
広島市こころの健康に関するアンケート
http://www.city.hiroshima.lg.jp/kenk
oufukushi/utsu/findings/index.html

広島市
住民基本台帳及び外国
人登録原票から20歳以上
の男女を無作為に抽出

郵送法による調査票回収 3000人 1636票 54.5%
平成19年6月4
日～6月15日

12

救急医療機関における自殺企図患者
等に関する調査
http://www.fukushihoken.metro.tokyo
.jp/iryo/tokyokaigi/insatu.files/60i7f
201.pdf

東京都医師会
都内の救急告示医療機
関

郵送配付、郵送回収 338箇所 206箇所 60.9%
平成19年12月1

日～31日

13

平成21年度栃木県自殺未遂者実態調
査
http://www.pref.tochigi.lg.jp/e05/wel
fare/hoken-
eisei/jisatsutaisaku/documents/12698
53905430.pdf

栃木県保健福祉部
障害福祉課

栃木県内の救急告示医
療機関

郵送配付、郵送回収 74箇所 74箇所 100.0%
平成21年9月１

～30日

14

高度救命救急センターにおける自殺未
遂者支援の状況
http://www.fukushihoken.metro.tokyo
.jp/iryo/tokyokaigi/insatu.files/misuis
ya.pdf

東京都福祉保健局

日本医科大学付属病院
高度救命救急センターに
入院し、自殺企図と判断
された者

カルテ記載内容から後方視
的に精神医学的診断や心
理社会背景に関する情報
を収取。

392人 ― ―

平成18年1月か
ら平成２１年１２
月までの入院患
者のうち自殺企
図と判断された

患者

15
自殺に関する市民意識調査
http://www.city.yokohama.lg.jp/kenk
o/ikiyoko/4taisaku/chousa.html

横浜市健康福祉局
住民基本台帳を元に16歳
以上の男女無作為抽出

郵送によるアンケート形式 6000人 2634人 43.9% 平成22年9月

16
自殺未遂者実態調査
http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/1
4052/00000000/hodo-10184_8.pdf

大阪府
大阪府内の救命救急セン
ター

カルテからの情報による「基
礎調査」　　　　自殺未遂者
からの聞き取りによる「面接
調査」

― 1535人 ―
平成23年1月～

12月

17
自殺予防のためのアンケート調査
http://ikiru.ncnp.go.jp/pdf/110221-
1.pdf

社団法人大阪府断
酒会

大阪府内の地域断酒会
60団体の会員、例会参加
者を対象

調査票、回答用封筒を直
接配付、各自封入された物
を各回ごとに回収

845人 801人 77.3%
平成22年6月15
日～8月23日

18
鉄道自殺防止のための調査
http://www.spc-
osaka.org/2012stop/houkoku.pdf

関西学院大学総合
政策学部 李政元・
財団法人大阪府人
権協会

関西鉄道6社
自殺および自殺未遂の事
故に関する記録に統計解
析を施す

511件 ― ―

平成18年から平
成22年の5年間
に発生した鉄道
人身事故記録

国勢調査補間補正人口にもとづくサンプル割り当て

自殺許容度の測定
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調査概要１

「自殺は絶対にすべきではない」と
いう項目に対し、そう思うとする回答
（「そう思う」と「ややそう思う」の
計）は62.5％、そう思わない（「そう
思わない」と「あまりそう思わない」
の計）は27.0％、わからないという回
答は10.5％であった。

20代、30代において自殺許容度が高
かった。

52.9%

74.6%

41.8%

63.9%

61.3%

66.2%

60.5%
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16.9%

37.4%
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8.9%

13.2%
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・自殺許容度の尺度化α=0.64
・近隣との交流の尺度化α=0.87

結果１ 約３割が自殺に許容的。
20代、30代の許容度が高い。

結果２ 既婚者と比較すると、未
婚者の方が自殺許容度が高い。

1 2 3 4 5

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

1.

生死は最終的に本人の判断に任せるべきである。

○ ○ ○ ○ ○

2.

自殺せずに生きていれば良いことがある。

○ ○ ○ ○ ○

3.

責任を取って自殺することは仕方がない。

○ ○ ○ ○ ○

4.

どうしようもない困難にあった人は、自殺をしてもやむを得ないときもあ
る。

○ ○ ○ ○ ○

5.

自殺は絶対にすべきではない。

○ ○ ○ ○ ○

近隣との交流の測定
1 2 3 4

た
く
さ
ん
い
る

数
人
い
る

一
人
二
人
い
る

い
な
い

1.

庭先や道端で会うとよく立ち話をする人。

○ ○ ○ ○

2.

互いの家によく訪問し合う人。

○ ○ ○ ○

3.

よくおすそ分けし合う人。

○ ○ ○ ○

4.

家族ぐるみのつきあいをしている人。

○ ○ ○ ○

5.

よく一緒に外出するような関係の人。

○ ○ ○ ○

結果：近隣との交流があるほ
ど、人は自殺を許容しなくなる

既存の自殺に関する社会調査の参照

B 標準化偏回帰係数 ｐ値

(定数) 8.89 0.000

性別（男=1、女=0） 0.36 0.06 0.083

年齢 -0.02 -0.07 0.062

未既婚（未婚=0、既婚=1） -0.67 -0.11 0.003

近隣交流加算尺度 -0.13 -0.13 0.000

N=820 p<0.001 調整済Ｒ2=0.05

0.06 †

-0.07 †

-0.11 ＊＊

-0.13 ***

自殺許容

未既婚

年齢

近隣交流の度合い

性別
（男＝１、女＝０）

多変量解析を用いた分析：
性別、年齢、未既婚の別を統制し
たうえで、近隣交流の度合いが自
殺許容度に与える影響を測定す
る。

より詳細な報告書は、淑徳大学コ
ミュニティ政策学部webサイトにて公
開しています。
https://www.shukutoku.ac.jp/academ
ics/seisaku/seisaku/socialreserch/

コミュニティ政策学部の社会調査実習は、一般社団法人社会調査協
会の認定する資格である社会調査士が取得できる認定科目です。
社会調査の学びの総まとめとなる科目で、実際に地域や社会で出

て、調査の企画から報告書の作成までにまたがる社会調査の全過程に
ついて、体験を通じて学習します。
この授業では、学術的にも水準の高い調査を行い、そこで得られた

情報を報告書等で地域や社会に還元し、現状把握や政策立案に役立つ
知見を提供しています。地域社会の諸課題の発見・解決に貢献する授
業でもあるわけです。

淑徳大学コミュニティ政策学部


